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特集　Wellbeingな社会の実現に向けた
　　　ドコモR&Dの挑戦

　

ドコモでは、さまざまな産業分野（ヘ
ルスケア、交通 (MaaS)、Fintech、コ
ミュニケーション、エネルギー、都市デ
ザインなど）において技術／サービス
を展開しながらより高い提供価値を具
現化し、これまでにない新たなお客さ
ま体験（カスタマージャーニー）を提
供するためのサービス・技術開発を進
めている。ライフスタイル共創ラボとし
て、各業界パートナーと連携し、ドコ
モアセットをはじめとする各種サービス・
技術を横断したお客さまへの複合価値
を実フィールドにて検証している [1]。

日常生活に溶け込んだ介護予防の

実現のため、高齢者のスマートフォン
利用状況からフレイルリスク（加齢に
伴う心身の衰え）を推定し、個別に
健康助言するフレイル推定 AIを開発
した。東京都や愛知県豊田市にて
フィールド実証を行い、本 AIでのフレ
イルリスク低減率 10%を認めるなど、
住民のフレイルリスク低減に寄与でき
ることを確認した [2]。また、自治体向
けサービス「健康マイレージ」では
本 AIの商用提供を開始している。

昨今のコロナ禍における混雑回避
ニーズの高まりをうけ、コンサート
やスポーツイベントなど大型イベン
ト開催時にも適用可能な駅混雑予測
技術 [3]や、バス車内の混雑平準化に

向けたバス混雑情報
の案内やアウトレッ
トなどの商業施設に
おける観光情報の配
信などにおいて、
人々の行動変容技術
を適用した実フィー
ルド検証＊を行い、

適用効果として行動変容向上率 13％
を確認した。今後も、交通渋滞緩和
や温暖化ガス排出量削減、地域経済
活性化に向けて実用化を図っていく。
また、さらにNTTグループが掲げる

IOWN構想－デジタルツインコンピュー
ティングの具現化を見据え、4Dデジタ
ル基盤をはじめとするNTT研究所の
要素技術と密連携を図った取り組みを
展開し事業拡充に貢献していく。

NTTドコモ（以下、ドコモ）では、人々の生活がより豊かになる社会〝Wellbeing Society203x" を具現化する「ライフスタ
イル共創ラボ」の取り組みを2021年度に開始した。本取り組みでは、お客さまの新たな体験価値向上へつながる技術開発
を進め、パートナーとの事業共創をめざし、さまざまな事業分野の実フィールドで最先端技術による価値検証を行っている。
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ライフスタイル共創ラボ
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＊環境省の委託事業「令和3年度 低炭素型の行動
変容を促す情報発信（ナッジ）などによる家庭など
の自発的対策推進事業」の一環

スマホ
利用ログ

歩数や
睡眠 位置情報

同意いただいた
データ

特徴量生成
フレイルリスク推定
リスク要因推定

リスク推定
結果

リスク低減
アドバイス

結果
送信

フレイル推定AI

特徴量生成
フレイルリスク推定
リスク要因推定

フレイル推定AI

HealthTech基盤

データ
送信

図　フレイル推定AI の提供イメージ

安心で健やかな暮らしを支える
医療・ヘルスケア技術開発

サステナブルな社会実現に
つながるスマートシティ・
交通最適化技術開発


